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１ は じ め に

福島第一原発の事故により放射性セシウム等の放

射性物質が拡散し、樹園地においては、土壌のみなら

ず樹体にも放射性セシウムが付着し、樹体から果実へ

の移行等が問題となっている。特に、カキにおいては、

干し柿に加工する過程で放射性セシウムが濃縮される

ため、果実中の放射性セシウム濃度を生食用の果実よ

りも低く抑える必要がある。そこで、カキ樹体中の放

射性セシウムの分布を調査し、今後のカキにおける放

射性セシウム吸収抑制対策について検討したので報告

する。

２ 試 験 方 法

(1)宮城県内のカキ栽培農家圃場からカキ果実及び結

果枝を採取し、それぞれ NaI シンチレーション検出器

を用いて放射性セシウム濃度を測定した。 

(2)(1)のうち、果実から放射性セシウムが検出された

圃場について、圃場別に採取した枝を 1～5 年の枝齢別

に分割し（図 1）、枝齢別、部位別に放射性セシウム

濃度を測定した。あらかじめ、GM サーベイメータ

（Mini Trace CSDF (独 Saphymo 社製））で表面汚染濃

度を測定した後、1、2 年枝はそのまま粉砕して測定し、

3～5 年枝は、枝の上面・下面の樹皮を別々に剥ぎ、そ

れぞれ粉砕して 100ｍL 容器に詰め、放射性セシウム

濃度を測定した。 樹皮は、ピーラーを用いて剥ぎ、測

定には NaI シンチレーション検出器（日立アロカ社製

Can-OSP-NaI）を用いた。なお、樹皮等の測定にあた

っては、試料が少量であり、使用している検出器は容

量１Ｌの容器に充填している条件で設定されており測

定値をそのまま用いることができないため、外部委託

によるゲルマニウム半導体検出器での測定値を用い

て、少量試料の測定値から濃度を推定するための換算

式を作成し、測定時間に検出された放射線量（count

数）から濃度を算出した。

３ 試験結果及び考察

果実中放射性セシウム濃度と結果枝中放射性セシウ

ム濃度には、ある程度の正の相関がみられ（図 2）、

果実中放射性セシウム濃度を低くするためには結果枝

中濃度を低く抑える必要があると考えられた。

枝表面の放射性セシウム濃度の平均値は、5 年枝上

面が約 30,000Bq/kg と最も高く、次いで 4 年枝上面、4

年枝下面、5 年枝下面、3 年枝上面、3 年枝下面の順と

なった。同じ枝齢の枝についてみると、枝の下面より

上面の放射性セシウム濃度が高かった。放射性セシウ

ムの降下により枝の上面に付着する放射性セシウム量

の方が多く、また、洗浄作業が下方からになるため、

特に樹の上の方では上面の樹皮が除去しにくいことも

考えられる。事故による放射性セシウム降下時には存

在していなかった 2 年枝からも放射性セシウムが検出

され、樹体に付着している放射性セシウムが転流等に

よって移行していると考えられた。一部の試料につい

て、表皮を剥いたあとさらに内側を剥いたものを測定

したが、いずれも放射性セシウムは検出されず（デー

タ省略）、放射性セシウムは事故から 1 年 9 ｹ月が経過

した時点でも枝表面に留まっていると考えられた。3

～5 年枝表面に付着している放射性セシウム濃度を低

減することにより樹体内での放射性セシウムの移行を
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